




















































































































































朝鮮太平記（1713?) 伽碑子 (1666) 中国の出典 日本の出典
二之巻第二 小西が兵松永太郎右 巻之六・ 1 伊勢 一処士元蔵幾 『北条五代記j
衛門槍浪国へ至る事井仙境に逢事 兵庫仙境に到る 自言云々 （『杜 五
陽雑編j)
二之巻第五清正郎等安田助之丞 巻之七・ 7 雪白 馬侍中（『博異
頓死の事井一夜に不思議を見る事 明神 志J)
四之巻第二 小西摂津守三道に陣 巻之十一・ 1 E霊 申陽洞記（『勢
を張事井家来妻木弥七隠里に至る事 里 灯新話j三）
四之巻第四 沈惟敬発心之事井幽 巻之八・ 4 幽霊 「曽呂利物語」
霊に出逢事 出て僧にまみゆ 二 「行の達した
る僧には必ずし
るし有事j等
五之巻第二 花岡忠次が女房の事 巻之二 ・2 真紅 金鳳叙記（『勇 『将軍記j
井しんくの撃帯の事 撃帯（挿絵は巻之 灯新話J) （織田信長）
三.3 牡丹灯龍 f信長公記j
を利用する）
五之巻第四 太閣の家来岩間軍太 巻之十二・ 2 幽 翠翠伝（『郵灯 『信長公記J





















































































































































































作品名 作 者 刊 年 板 7じ 巻数
義経記 未詳 元禄二年正月 鱗形屋 7巻
曾我物語 未詳 同五年正月 鶴屋、村田屋 7巻
平家物語 未詳 同七年正月 鱗形屋 7巻
楠軍記 未詳 同九年正月 鱗形屋孫三郎 7巻
北条五代記 未詳 同十年正月 向上 7巻
鎌倉北条九代記 未詳 同十二年正月 藤田忠兵衛 7巻
東鑑三代将軍 未詳 同十六年正月 鱗形屋 7巻
保元軍物語 未詳 元禄頃？ 鱗形屋 7巻
前太平記 未詳 宝永二年正月 大伝馬町、九左衛門 7巻
出世太平記 未詳 同四年正月 井筒屋三右衛門 7巻
甲陽軍鑑 未詳 同五年正月 喜右衛門 7巻
太閤軍記 近藤清春 同七年正月 山形屋 7巻
太閤記 近藤清春 同七年正月 鱗形屋 7巻
絵入太平記 未詳 同七年正月 喜右衛門 7巻
後太平記 未詳 同八年正月 向上 7巻
曾我物語 未詳 正徳二年正月 西村屋 7巻
朝鮮太平記 近藤清信 同三年 不明 7巻
織田軍記 未詳 同四年正月 西村屋 7巻
出世太平記 未詳 同五年正月 鱗形屋孫兵衛 ？ 
秀平五代記 未詳 同六年正月 鶴屋 ？ 
島原軍記 未詳 享保三年正月 山本九左衛門 7巻
西国太平記 未詳 同三年正月 西村屋 7巻
曾我物語 未詳 同五年正月 鱗形屋 7巻
本朝三国志 羽川珍重沖信 同五年正月 鶴屋 ？ 
本朝三国志 未詳 同六年正月 喜右衛門 4巻
新田四天王 未詳 同七年正月 村田屋 ？ 
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事並ぐん太生取る事」 図6’ 『伽碑子』巻之十二・ 2
「幽軍書を父母につかはす」
???? 』??
図7 『朝鮮太平記J七之巻第二 図8 同












は 『太閤記Jで、 一部 『伽蝉子jの筋と挿絵を取り入れている、 ②この前後、挿絵入りの戦記物の読
本浄瑠璃は毎年正月に刊行されていて、特に 『国姓爺合戦jがきっかけとは言えないのではないか、
と答えた。
富士昭雄氏は、プロ ットは宝永2年刊・馬場信意作 『朝鮮太平記jに依るところが大きいのではな
いか、ただしこちらには挿絵がない、 f伽蝉子jの影響は指摘の通りであろう、と発言した。
-124-
